
子どもの成長に影響するのは

「愛情」よりも「安心感」
～ 児童虐待防止に向けて～

◆ 日 時 2019年10月12日（土）14:00～16:00

◆ 場 所 旭川市市民文化会館 ３階 大会議室

◆ 参加費 500円（資料代） ◆ 定 員 150名

◆ 講 師 信田さよ子氏 （原宿カウンセリングセンター所長）

主催：NPO法人 子どもセンター ビ・リーヴ

共催：旭川ファミリーカウンセリングセンター、あさひかわ親と子の役割逆転を防ぐ会

後援：北海道上川総合振興局、旭川市、旭川市教育委員会、旭川弁護士会

～信田さよ子氏プロフイール～
原宿カウンセリングセンター所長、臨床心理士、公認心理
士、家族や対人関係の悩みの相談に当たる。

著書に、最新刊「〈性〉なる家続」「依存症」「加害者は
変われるか？」「母が重くてたまらない―墓守娘の嘆き」
「さよなら、お母さん－墓守娘が決断する時」「共依存」

「カウンセラーは何を見ているか」など多数

公益財団法人大和証券福祉財団平成30年度ボランティア活動助成事業

信田さよ子氏 講演会

千葉県野田市で起きた小学校4年女児の虐待死

事件が大きな話題となっています。 昨年は東京
都目黒区で女児が同じく父親からの虐待によっ
て死亡しました。また、6月には札幌市でも2歳
女児が虐待死した事件がありました。
虐待というと一般的に親、特に母親の側に子

どもに対する愛着（アタッチメント）に問題が
あると言われていますが、そもそも愛着（ア
タッチメント）は、「親から子どもに与えるも
の」（愛情）ではなく、「子どもが親に求める
もの」（安心感）です。

事件には、親から子への愛情が少ないから
起きるのではないかと議論されがちですが、
そうではなく、親と子の関係性における
「安心感」が乏しいことが大きな要因と考
えられます。
長年カウンセラーとして、親子や夫婦・家

族問題に関わってきた信田氏に、子どもの
成長、虐待防止のためには、親が子どもに
対して「愛情」よりも「安心感」を与える
ことが不可欠であることを子育てに悩んで
いる親たちや、児童虐待防止に携わってい
る方々にお伝えいただき、児童虐待防止に
向けた取り組みにつなげます。

お申込み・問合せ先
NPO法人 子どもセンター ビ・リーヴ

事務局 〒０７８－８２２０ 旭川市１０条通２２丁目３－１０
☎０９０－１６４１－１０８９ Fax ０１６６－３２－３９２８（担当：下間）


